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歐
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侍歯
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テレビ ６、７、似寺

エンタメ ９

スポーツ 事事～事字

「お母さんの似顔絵」作品 事寺

ライフ（経済） 事持

ぐるっと事持町村 似歯、似事

せいかつ掲示板 似似

稲田小が事寺万点集め全道一 似字

ＧＡＢＡ高含有食品を発売 ３

道内最古の鉄道転車台を展示 似事

全十勝中学男子で本別初優勝 事字

剣道の全十勝中学

校春季大会団体男子

で、本別

が秋季優

勝の帯八

を破り、

初優勝を

飾った。同女子は共栄が優勝。

帯広稲田小学校の昨年度の

ベルマーク年間集票点数が炒

万時慈似侍点に上り、全道１位に

輝いた。２位は帯広柏小で、

十勝勢が上位を独占。

現存するものでは道内最古

の、旧陸別駅構内「旧国有鉄

道転車台」の復元作業が終わ

り、展示説明会が５月１～５

日に開かれる。

森産業（士幌町）と北海道

農業研究センターは、天然ア

ミノ酸の一種ＧＡＢＡの低価

格・量産化に成功。「ＧＡＢ

Ａ液」を使って育てたもや

し、犬猫向け食用草を販売する。

最高気温 事寺℃
最低気温 ４℃

似歯事歯浩児．侍歯

橋
本
東
三
餐
元
市
長

帯
広
市
の
元
建
築
指
導
課
長
小
関
孝
司
さ

ん
か
ら
太
平
洋
戦
争
中
の
帯
広
市
長
橋
本
東

三
さ
ん
に
関
す
る
資
料
を
頂
い
た
盜
小
関
さ

ん
の
父
利
夫
さ
ん
は
橋
本
市
長
の
下
で
建
築
技
師
を

務
め
欷
帯
広
畜
産
大
学
の
前
身
欷
帯
広
高
等
獣
医
学

校
教
官
住
宅
の
設
計
管
理
に
当
た
檸
た
▼
橋
本
さ
ん

は
道
庁
拓
殖
課
長
と
し
て
２
期
拓
殖
計
画
を
立
案
欷

基
礎
調
査
か
ら
中
央
折
衝
ま
で
こ
な
し
欷
ま
と
め
上

げ
た
盜
事
業
推
進
の
技
術
陣
に
我
孫
子
孝
次
さ
ん
欷

斉
藤
静
脩
さ
ん
ら
が
い
た
盜
２
期
計
画
は
１
９
２
７

年
か
ら
熾
年
ま
で
の
炳
年
間
で
欷
計
画
は
国
会
で
審

議
欷
公
布
さ
れ
た
▼
予
算
９
億
６
３
７
０
万
円
盜
本

道
の
人
口
目
標
６
０
０
万
人
欷
牛
馬
１
０
０
万
頭
欷

農
耕
地
開
墾
１
５
８
万
町
歩
を
目
指
し
欷
道
路
欷
土

地
改
良
欷
港
湾
整
備
な
ど
具
体
的
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
た
盜
し
か
し
欷
計
画
は
昭
和
初
期
の
不
況
と
冷
害

凶
作
欷
本
格
的
な
戦
争
突
入
に
よ
檸
て
挫
折
し
て
い

く
▼
熨
年
欷
橋
本
さ
ん
は
道
庁
長
官
の
推
薦
を
受

け
欷
帯
広
市
長
に
就
任
し
た
盜
前
任
の
初
代
市
長
渡

部
守
治
さ
ん
は
欷
高
等
獣
医
学
校
開
学
に
伴
う
地
元

の
寄
付
集
め
が
進
ま
ず
欷
心
労
の
た
め
任
期
途
中
の

辞
任
だ
檸
た
盜
橋
本
市
長
は
寄
付
目
標
を
達
成
欷
帯

広
市
振
興
審
議
会
を
設
け
欷
振
興
方
策
を
立
て
よ
う

と
し
た
▼
こ
れ
に
対
し
欷
市
会
歉
現
市
議
会
歐
は
議

会
無
視
で
あ
る
と
反
発
欷
対
立
が
続
い
た
盜
戦
争
中

の
市
政
運
営
は
苦
労
が
多
か
檸
た
が
３
年
余
で
辞

任
欷
札
幌
で
隠
居
生
活
を
し
な
が
ら
欹
拓
殖
後

日
譚
飮
を
刊
行
し
欷
世
を
去
檸
た
盜
帯
広
市
長

時
代
の
回
想
録
は
な
い
盜

歉
嶺
野
侑
歐

十
勝
は
異
常
な
し

事歯
団
体
で
対
策
本
部

十
勝
港
に
新
ラ
ン
ド
マ
欟
ク

赤
い
サ
イ
ロ
建
設

み
ん
な
の
党
帯
広
に
支
部

来
月
９
日
結
成
へ

支
部
長
に

大
塚
市
議

口蹄疫宮崎県で発生事歯日

宮
崎
県
内
で
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
口
蹄
歉
こ
う
て
い
歐
疫
が
発
生
し
て
瀾
日
が
経
過

し
た
盜
十
勝
家
畜
保
健
衛
生
所
歉
渡
辺
卓
俊
所
長
歐
は
焜
日
ま
で
各
市
町
村
を
通
じ
て

管
内
全
戸
へ
の
電
話
連
絡
な
ど
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
欷
現
時
点
で
牛
や
豚
な

ど
偶
蹄
歉
ぐ
う
て
い
歐
類
を
飼
養
す
る
農
家
・
施
設
で
異
常
と
見
ら
れ
る
ケ
欟
ス
や
立

ち
入
り
調
査
へ
の
依
頼
は
な
か
檸
た
盜
た
だ
２
０
０
０
年
に
本
別
町
で
発
生
し
た
教
訓

を
踏
ま
え
欷
管
内
農
業
関
連
瀾
団
体
は
煥
日
欷欹
十
勝
管
内
農
業
団
体
家
畜
防
疫
対
策

本
部
飮歉
本
部
長
・
有
塚
利
宣
十
勝
地
区
農
業
協
同
組
合
長
会
会
長
歐
を
設
置
欷
警
戒

態
勢
は
継
続
す
る
盜

陸上女子事歯歯㍍

陸上の日本グランプリ（ＧＰ）シリ

ーズ第３戦、織田幹雄記念国際大会は

焙日、広島広域公園陸上競技場で、福

島千里（北海道ハイテクＡＣ―帯南商

高出、幕別町出身）が女子事歯歯㍍決勝

で瀲秒炮の日本新記録を樹立して優勝

した。福島自身が昨年６月７日に鳥取

市でマークした従来の日本記録瀲秒烝

を０秒瀛更新。記録を表示するボード

の前で笑顔を見せた＝写真（大瀧百合

香カメラマン撮影）。

（事字面に関連記事）

農
場
で
の
消
毒
徹
底
を
道
欷ポ
ス
タ
欟
で
啓
発

パ
ナ
マ
蘖
ク
ス
船
が
着
岸
し
た

状
態
の
サ
イ
ロ
歉
右
歐
の
完
成

予
想
図
歉
十
勝
グ
レ
欟
ン
セ
ン

タ
欟
提
供
歐

歇
広
尾
歃
十
勝
港
第
４
埠
頭
歉
ふ

と
う
歐
の
飼
料
コ
ン
ビ
ナ
欟
ト
で

サ
イ
ロ
部
門
を
担
う
十
勝
グ
レ
欟

ン
セ
ン
タ
欟
歉
本
社
広
尾
欷
若
林

哲
社
長
歐
は
欷
同
サ
イ
ロ
の
完
成

予
想
図
を
固
め
た
盜
サ
イ
ロ
本
体

の
色
に
は
欷
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
を
象

徴
す
る
欹
赤
飮
を
採
用
盜
十
勝
の

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
欟
ク
と
し
て
親

し
ま
れ
そ
う
だ
盜

同
サ
イ
ロ
は
上
屋
が
白
欷
穀
物

搬
送
用
の
コ
ン
ベ
ヤ
欟
が
緑
で
欷

ク
リ
ス
マ
ス
を
イ
メ
欟
ジ
し
た
色

調
盜
穀
物
サ
イ
ロ
は
白
色
か
ク
リ

欟
ム
色
が
一
般
的
で
欷欹
赤
色
の

穀
物
サ
イ
ロ
は
国
内
に
は
見
当
た

ら
な
い
盜
世
界
的
に
も
珍
し
い
の

で
は
飮歉
同
社
歐
と
い
う
盜

同
社
は
２
月
に
本
社
を
東
京
か

ら
広
尾
町
に
移
転
盜
４
月
か
ら
は

仮
設
事
務
所
を
現
地
に
設
け
欷
社

員
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
盜
十
勝
グ

レ
欟
ン
セ
ン
タ
欟
の
ア
ル
フ
櫟
ベ

蘖
ト
の
頭
文
字
欹
Ｔ
飮欹
Ｇ
飮欹
Ｃ
飮

を
組
み
合
わ
せ
た
会
社
ロ
ゴ
も
決

定
し
た
盜

同
埠
頭
で
は
欷
と
か
ち
飼
料

歉
本
社
広
尾
歐
に
よ
る
飼
料
製
造

工
場
の
建
設
も
進
ん
で
お
り
欷
現

在
の
工
事
進
ち
櫞
く
率
は
サ
イ

ロ
欷
製
造
工
場
と
も
約
８
割
盜
９

月
操
業
に
向
け
欷
作
業
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
盜
７
月
下
旬
か
ら
は

十
勝
グ
レ
欟
ン
セ
ン
タ
欟
に
よ

り
欷
１
時
間
６
０
０
羽
の
吸
い
上

げ
能
力
が
あ
る
ア
ン
ロ
欟
ダ
欟

歉
陸
揚
機
歐
の
取
り
付
け
工
事
も

ス
タ
欟
ト
盜
十
勝
港
は
欷
本
格
的

な
工
業
港
と
し
て
の
装
い
を
ま
と

う
こ
と
に
な
る
盜
歉
長
田
純
一
歐

似歯歯歯
年
の
教
訓
踏
ま
え
警
戒
強
化

み
ん
な
の
党
歉
渡
辺
喜
美
代

表
歐
は
煥
日
ま
で
に
欷
党
北
海
道

帯
広
市
第
１
支
部
を
設
立
す
る
方

針
を
固
め
た
盜
道
内
で
は
滝
川
市

に
続
き
２
カ
所
目
盜
地
元
の
結
成

準
備
委
員
会
歉
委
員
長
・
大
塚
徹

市
議
歐
が
５
月
９
日
に
支
部
結
成

会
を
開
き
欷
支
部
長
に
大
塚
氏

歉
爍
歐
が
就
任
す
る
予
定
盜
民
主
欷

自
民
で
も
な
い
欹
第
三
極
飮
の
政

党
を
目
指
し
欷
夏
の
参
院
選
に
向

け
て
党
勢
拡
大
を
図
る
盜

大
塚
氏
は
煥
日
午
前
欷
十
勝
毎

日
新
聞
の
取
材
に
対
し
欷欹
夏
の

参
院
選
で
必
勝
を
期
し
欷
来
年
の

統
一
地
方
選
に
向
け
て
頑
張
り
た

い
飮
と
語
檸
た
盜
石
川
知
裕
衆
院

議
員
ら
国
政
の
政
治
と
カ
ネ
を
め

ぐ
る
問
題
に
絡
み
欷欹
政
治
不
信

発
祥
の
地
・
帯
広
で
支
部
を
つ
く

る
こ
と
に
イ
ン
パ
ン
ク
ト
が
あ

る
飮
と
も
述
べ
た
盜

支
部
結
成
会
は
５
月
９
日
午
後

３
時
欷
帯
広
市
の
と
か
ち
プ
ラ
ザ

で
開
き
欷
来
賓
と
し
て
同
党
参
院

比
例
第
３
支
部
長
の
小
熊
慎
司
氏

歉
元
福
島
県
議
歐
を
迎
え
る
盜
同

焙
日
に
は
市
内
の
と
か
ち
館
で
欷

渡
辺
代
表
を
迎
え
て
タ
ウ
ン
ミ
欟

テ
檪
ン
グ
も
計
画
盜
同
党
は
夏
の

参
院
選
で
北
海
道
か
ら
候
補
擁
立

を
模
索
し
て
い
る
盜

支
部
と
し
て
は
欹
脱
官
僚
飮欹
地

域
主
権
飮欹
生
活
重
視
飮
の
３
本

柱
を
旗
印
に
浸
透
を
図
る
考
え

で
欷
近
く
街
頭
演
説
を
始
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
盜
同
支
部
の
問
い

合
わ
せ
は
結
成
準
備
委
員
会
事
務

局
歉
炳
・
３
１
１
１
歐
へ
盜

歉
中
津
川
甫
歐

十
勝
総
合
振
興
局
で
は
発
生
後

ま
も
な
く
欷
関
係
各
所
に
緊
急
調

査
の
実
施
や
防
疫
対
策
の
徹
底
欷

危
機
管
理
態
勢
の
点
検
を
要
望
す

る
文
書
を
送
付
盜
こ
れ
を
受
け
欷

十
勝
家
畜
保
健
衛
生
所
で
２
３
９

９
戸
を
調
査
盜
渡
辺
所
長
は
欹
市

町
村
や
農
協
欷
獣
医
師
ら
に
協
力

し
て
も
ら
い
順
調
に
進
ん
だ
盜
関

係
者
は
今
後
も
冷
静
な
対
応
を
飮

と
呼
び
掛
け
る
盜

十
勝
毎
日
新
聞
社
の
調
べ
に
よ

る
と
欷
宮
崎
で
の
口
蹄
疫
発
生

後
欷
管
内
で
は
十
勝
乳
牛
改
良
同

志
会
連
合
会
主
催
の
欹
十
勝
ブ
ラ

蘖
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
欖
ウ
飮

を
は
じ
め
欷
鹿
追
欷
浦
幌
欷
大
樹
欷

広
尾
欷
豊
頃
の
５
町
の
乳
牛
品
評

会
が
欹
家
畜
防
疫
上
の
措
置
飮
と

し
て
自
主
的
に
中
止
盜
今
後
実
施

予
定
の
と
こ
ろ
も
開
催
の
是
非
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
盜

十
勝
総
合
振
興
局
は
欹
酪
農
の

主
産
地
・
十
勝
は
防
疫
の
動
き
が

道
内
で
も
素
早
い
盜
関
係
者
の
関

心
度
が
高
く
シ
ス
テ
ム
的
に
対
応

で
き
て
い
る
飮歉
同
局
農
務
課
歐

と
し
て
い
る
盜
半
面
欷
宮
崎
県
畜

産
試
験
場
の
支
場
の
豚
か
ら
も
疑

似
患
畜
が
発
生
し
て
お
り
欷欹
試

験
場
で
も
発
生
す
る
と
は
歙
盜
伝

播
歉
ぱ
歐
力
が
前
回
よ
り
強
い
の

で
は
な
い
か
飮歉
畜
産
関
係
者
歐

と
警
戒
を
強
め
て
い
る
盜

農
業
関
連
瀾
団
体
に
よ
る
対
策

本
部
は
有
塚
本
部
長
の
ほ
か
欷
十

勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会
の
佐
藤

雅
仁
会
長
が
副
本
部
長
に
就
任
盜

管
内
各
Ｊ
Ａ
に
個
別
防
疫
態
勢
を

要
請
欷
瀾
年
前
に
獣
医
師
不
足
と

な
檸
た
経
験
を
踏
ま
え
欷
管
内
の

Ｏ
Ｂ
に
万
一
発
生
し
た
場
合
の
人

的
協
力
を
事
前
要
請
す
る
こ
と
も

決
め
た
盜

有
塚
本
部
長
は
欹
生
産
現
場
に

不
安
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
万
全
の

防
疫
態
勢
を
取
る
欷
ど
ん
な
こ
と

が
あ
檸
て
も
十
勝
に
入
れ
な
い
と

い
う
決
意
盜
実
行
す
る
対
策
本
部

に
す
る
飮
と
語
檸
た
盜

宮
崎
県
で
は
炳
日
に
疑
似
患
畜

を
確
認
盜
焙
日
ま
で
に
牛
と
豚
合

わ
せ
て
瀲
例
の
感
染
疑
い
が
確
認

さ
れ
て
い
る
盜
口
蹄
疫
は
人
に
感

染
す
る
こ
と
は
な
く
欷
感
染
し
た

家
畜
は
出
荷
さ
れ
な
い
盜
万
一
欷

感
染
し
た
家
畜
の
肉
や
牛
乳
を
摂

取
し
て
も
欷
人
体
に
影
響
は
な

い
盜

歉
植
木
康
則
歐

十
勝
総
合
振
興
局
は
宮
崎
県
で

の
口
蹄
疫
発
生
を
受
け
欷
農
場
関

係
者
に
欷
農
場
立
ち
入
り
時
に
消

毒
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
ポ

ス
タ
欟
を
配
布
し
た
∥
写
真
盜

道
欷
道
獣
医
師
会
欷
道
家
畜
畜

産
物
衛
生
指
導
協
会
の
３
者
が
作

製
盜
Ａ
２
判
フ
ル
カ
ラ
欟
盜
管
内

に
は
９
０
０
部
が
割
り
当
て
ら

れ
欷
焜
日
ま
で
に
十
勝
家
畜
保
健
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